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食
品
を
取
り
扱
う
立
場
と
し

て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る

の
が
食
中
毒
に
関
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
機
関
紙
で
も
た
び
た
び
食

中
毒
に
関
す
る
特
集
記
事
や
注

意
喚
起
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
名
古
屋
市
健
康
福

祉
局（
名
古
屋
市
保
健
所
）生
活

衛
生
部
食
品
衛
生
課
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
食
中
毒
に
関
し

て
大
特
集
し
ま
す
。

　

通
常
の
対
策
を
し
て
い
れ
ば

防
げ
る
は
ず
の
食
中
毒
発
生
事

例
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
い
ま

い
ち
ど
初
心
に
立
ち
返
り
、
調

理
現
場
や
製
造
工
場
内
で
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
来
る
令
和
七

年
度
学
校
給
食
関
連
物
資
展
示

会
に
お
い
て
も
出
展
企
業
の
皆

様
に
は
ご
一
読
い
た
だ
き
、
食

中
毒
に
対
し
て
万
全
の
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

✻
食
中
毒
と
は

　

食
中
毒
と
は
一
般
的
に
、
有
害

な
微
生
物（
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
）

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
、

自
然
毒（
有
害
植
物
・
ふ
ぐ
毒
な

ど
）や
寄
生
虫
を
含
ん
だ
食
品
を

食
べ
た
場
合
に
起
こ
る
、
急
性
の

健
康
障
害
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

食
中
毒
の
症
状
の
主
な
も
の

は
、
腹
痛
や
下
痢
、
嘔
吐
、
発

熱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

✻
食
中
毒
の
発
生
原
因

　

国
内
で
発
生
す
る
食
中
毒
の

主
な
原
因
は
、
有
害
な
微
生
物

で
す
。
そ
の
有
害
な
微
生
物
に

は
、
食
品
の
中
で
増
え
て
食
中

毒
を
起
こ
す
も
の
の
ほ
か
、
少

量
の
微
生
物
が
食
品
に
つ
い
て

い
る
だ
け
で
食
中
毒
を
起
こ
す

も
の
、
通
常
の
加
熱
調
理
で
は

死
滅
し
な
い
も
の
な
ど
が
い
ま

す
。
通
常
、
微
生
物
は
非
常
に

小
さ
い
た
め
人
の
目
に
は
見
え

ず
、
食
品
の
に
お
い
や
色
を
変

化
さ
せ
な
い
場
合
も
多
く
、
汚

染
さ
れ
た
食
品
と
気
付
く
こ
と

も
困
難
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
有
害
な
微
生
物

は
、
原
材
料
に
付
着
し
て
い
た

り
、
人
や
環
境
か
ら
食
品
に
汚

染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
食
中
毒

を
起
こ
し
ま
す
。

✻
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
基
本

の
三
原
則
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
微
生
物
を「
つ
け
な
い
」

人
・
食
品
・
器
具
の
清
潔
を

保
持
す
る
こ
と

②
微
生
物
を「
増
や
さ
な
い
」

調
理
し
た
も
の
は
迅
速
に
冷

蔵
保
存
す
る
こ
と

③
微
生
物
を「
や
っ
つ
け
る
」

十
分
な
加
熱
調
理
を
す
る
こ

と

✻
微
生
物
が
増
え
る
条
件

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
、

食
品
中
で
増
殖
し
な
い
微
生
物

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
次
の

三
つ
の
条
件
が
揃
う
こ
と
に

よ
っ
て
増
殖
し
ま
す
。

①
栄
養
分

　

食
品
の
中
に
は
微
生
物
の
栄

養
分
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
適
度

な
水
分
や
温
度
が
あ
れ
ば
、
増

殖
を
始
め
ま
す
。

②
温
度

　

多
く
の
微
生
物
は
20
℃
か
ら

50
℃
で
活
発
に
増
殖
し
ま
す
。

中
に
は
、
10
℃
以
下
の
低
温
で

増
殖
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

③
水
分

　

微
生
物
が
増
殖
す
る
に
は
水

分
が
必
要
で
、
乾
燥
し
た
食
品

や
塩
分
濃
度
・
糖
分
濃
度
が
高

い
食
品
は
微
生
物
が
増
殖
し
に

く
い
と
い
え
ま
す
。

ほとんど
死ぬ

活発に
増殖する

低温細菌
増殖する

増殖
しない

名古屋支店
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✻
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
８
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
発

生
の
可
能
性
と
対
策
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

①‌�

原
材
料
の
受
け
入
れ
時
の
確
認

　
「
原
材
料
が
腐
敗
し
て
い
る
も

の
」「
包
装
が
破
れ
て
い
る
も

の
」「
消
費
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

も
の
」「
保
存
方
法
が
守
ら
れ
て

い
な
い
も
の
」こ
う
い
っ
た
も
の

は
、
有
害
な
微
生
物
が
増
殖
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

原
材
料
を
受
け
入
れ
る
際
に

は
、
外
観
や
に
お
い
、
包
装
の

状
態
、
表
示（
期
限
表
示
や
保
存

方
法
等
）、
温
度
帯（
冷
蔵
・
冷

凍
な
ど
）を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②‌�

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
温
度
確
認

　

食
品
の
温
度
管
理
が
適
切
で

な
い
場
合
、
有
害
な
微
生
物
が

増
殖
し
た
り
、
食
品
の
品
質
が

劣
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
温
度（
冷

蔵
：
10
℃
以
下
、
冷
凍
：
マ
イ

ナ
ス
15
℃
以
下
）を
定
期
的
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

③‌�

交
差
汚
染
・
二
次
汚
染
の
防
止

　

食
品
の
保
存
や
調
理
の
際
に
、

生
の
肉
や
魚
な
ど
か
ら
他
の
食

品
に
有
害
な
微
生
物
の
汚
染
が

広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

食
品
を
冷
蔵
庫
内
で
保
存
す

る
際
に
は
、
原
材
料
の
種
類
ご

と
に
分
け
て
、
フ
タ
付
き
の
容

器
な
ど
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
な
板
や
包
丁
な
ど
の
調
理

器
具
は
、
肉
用
・
魚
用
・
野
菜

用
な
ど
用
途
別
に
使
い
分
け
、

使
用
し
た
都
度
十
分
に
洗
浄
・

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

④
調
理
器
具
な
ど
の
洗
浄
・
消
毒

　

調
理
器
具
な
ど
に
汚
れ
が

残
っ
て
い
る
と
、
他
の
食
品
に

有
害
な
微
生
物
の
汚
染
が
広
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
の
都
度
、
ま
な
板
や
包

丁
、
ボ
ウ
ル
や
ザ
ル
な
ど
の
調

理
器
具
は
十
分
に
洗
浄
・
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

・腸管出血性大腸菌
・カンピロバクター
・サルモネラ菌
・寄生虫
（サルコシスティスなど）
・肝炎ウイルス
など

・ノロウイルス
・寄生虫
（アニサキス、クドアなど）
・腸管ビブリオ
・ヒスタミン
・フグ毒
・貝毒
など

・腸管出血性大腸菌
・セレウス菌
・ウェルシュ菌
・有害植物
（野草・キノコ）
・じゃが芋の芽や
緑色の部分
など

・ノロウイルス
・サルモネラ菌
・黄色ブドウ球菌
・腸管出血性大腸菌
など

①原材料由来の汚染 ②交差汚染・二次汚染 ③人・環境からの汚染

10g×40袋
1kg×15 1kg×15 1kg×15

10g×40袋
1kg×15

JAS福神漬 国産つぼ漬 国産無着色刻沢庵 無着色風流かっぱ

学 校 給 食 向 け 漬 物

−3−



　

ま
な
板
・
包
丁
・
な
ど
の
効

果
的
な
洗
浄
・
消
毒
方
法
は
次

の
と
お
り
で
す
。

❶
水
道
水
で
水
洗
い
し
、
目
に

見
え
る
汚
れ
を
取
り
除
く

❷
ス
ポ
ン
ジ
た
わ
し
に
洗
剤
を

つ
け
、
泡
立
て
て
よ
く
洗
浄

す
る

❸
流
水
で
十
分
に
す
す
ぎ
、
洗

剤
を
洗
い
流
す

❹
熱
湯
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
な
ど
で
消
毒
す
る

❺
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
清
潔
な
場

所
で
保
管
す
る

　

調
理
器
具
や
設
備
に
は「
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
消
毒
液
）

★
」に
よ
る
消
毒
が
有
効
で
す
。

★
ふ
ん
便
、
吐
物
等
の
消
毒

に
は
完
成
し
た
約
0.1
％
の

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

★
器
具
、
設
備
の
消
毒
に
は

完
成
し
た
約
0.02
％
の
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

作
り
方
の
一
例
は

❶
２
ℓ
の
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
用
意
す
る

❷
ゴ
ム
手
袋
を
は
め
る

❸
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
5

〜
6
％
）を
量
る

★
ふ
ん
便
、
吐
物
等
の
消
毒

の
場
合
は
計
量
カ
ッ
プ
約

50
㎖

★
器
具
、
設
備
の
消
毒
の
場
合

　

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

　

プ
約
2
杯
分（
10
㎖
）

❹
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
❸
で
用
意

し
た
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
入
れ
、
水
を
加
え
て
２

ℓ
に
す
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
は「
消
毒
液
」の
表
記
を
必

ず
す
る
こ
と
。

⑤
衛
生
的
な
手
洗
い
の
実
施

　

手
に
は
目
に
見
え
な
い
有
害

な
微
生
物
が
付
着
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
手
か
ら
食
品
を
汚

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
後
や
、
調
理
施
設

に
入
る
前
、
盛
り
つ
け
の
前
、
作

業
内
容
を
変
更
し
た
と
き
、
生

の
肉
や
魚
な
ど
を
扱
っ
た
後
、

金
銭
に
触
れ
た
後
、清
掃
を
行
っ

た
後
な
ど
は
特
に
注
意
し
て
、

十
分
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

効果的な手指の洗浄方法効効果果的的なな手手指指のの洗洗浄浄方方法法  

① 爪を切り、時計・指輪等を

はずす。石けん・ペーパー

タオルを準備する。

②水で手をぬらし、石けんをつ

けて手のひらをよくこする。

③手の甲を伸ばすようにこす

る。

④指先・爪の間を念入りにこす 

る。 

⑤指の間を洗う。 ⑥親指と手のひらをねじり洗い 

する。 

⑦手首も忘れずに洗う。 ⑧十分に水で流す。 ⑨ペーパータオルでふきとっ

て、よく乾かす。

９ ８ ７ 

４ ５ ６ 

２ ３ １ 

効効果果的的なな手手指指のの洗洗浄浄方方法法  

① 爪を切り、時計・指輪等を

はずす。石けん・ペーパー

タオルを準備する。

②水で手をぬらし、石けんをつ

けて手のひらをよくこする。

③手の甲を伸ばすようにこす

る。

④指先・爪の間を念入りにこす 

る。 

⑤指の間を洗う。 ⑥親指と手のひらをねじり洗い 

する。 

⑦手首も忘れずに洗う。 ⑧十分に水で流す。 ⑨ペーパータオルでふきとっ

て、よく乾かす。

９ ８ ７ 

４ ５ ６ 

２ ３ １ 

効効果果的的なな手手指指のの洗洗浄浄方方法法  

① 爪を切り、時計・指輪等を

はずす。石けん・ペーパー

タオルを準備する。

②水で手をぬらし、石けんをつ

けて手のひらをよくこする。

③手の甲を伸ばすようにこす

る。

④指先・爪の間を念入りにこす 

る。 

⑤指の間を洗う。 ⑥親指と手のひらをねじり洗い 

する。 

⑦手首も忘れずに洗う。 ⑧十分に水で流す。 ⑨ペーパータオルでふきとっ

て、よく乾かす。

９ ８ ７ 

４ ５ ６ 

２ ３ １ 

アディット桜通り9階
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右
ペ
ー
ジ
に
、
効
果
的
な
手

指
洗
浄
方
法
を
写
真
付
き
で
掲

載
し
ま
す
。

★‌�

調
理
作
業
前
や
ト
イ
レ
に
行
っ

た
後
な
ど
は
2
か
ら
8
ま
で
を

2
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

★‌�

手
洗
い
後
に
ア
ル
コ
ー
ル
ス

プ
レ
ー
や
逆
性
せ
っ
け
ん
で

消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

★‌�

使
い
捨
て
手
袋
を
使
用
す
る

場
合
は
、
着
用
す
る
前
に
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑥‌�

食
品
の
適
切
な
加
熱
、
冷
却

な
ど
の
管
理

　

微
生
物
が
増
殖
し
や
す
い
温

度
帯
（
特
に
20
℃
〜
50
℃
で
活

発
に
増
殖
）
に
長
時
間
食
品
を

置
く
と
、
食
品
中
の
有
害
な
微

生
物
が
増
殖
し
ま
す
。

　

加
熱
調
理
を
行
う
際
に
は
中

心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
（
75
℃
・

1
分
以
上
）
す
る
と
と
も
に
、

冷
却
す
る
場
合
は
速
や
か
に
温

度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

　

調
理
後
の
食
品
は
速
や
か
に

提
供
す
る
か
、
10
℃
以
下
ま
た

は
65
℃
以
上
の
温
度
で
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

⑦‌�

健
康
管
理
、
衛
生
的
作
業
着

の
着
用
な
ど

　

調
理
従
事
者
や
食
品
を
取
り

扱
う
者
に
下
痢
な
ど
の
症
状
が

あ
る
状
態
や
、
手
指
に
切
り
傷

が
あ
る
状
態
、
汚
れ
た
作
業
着

や
装
飾
品
を
つ
け
た
状
態
で
調

理
や
食
材
を
取
り
扱
う
と
、
食

品
が
有
害
な
微
生
物
に
汚
染
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

調
理
従
事
者
や
食
品
を
取
り

扱
う
者
の
体
調
（
下
痢
、
嘔
吐
、

発
熱
な
ど
）
の
管
理
を
始
業
前

な
ど
に
実
施
し
、
手
指
の
傷
や

身
だ
し
な
み
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

⑧
ト
イ
レ
の
洗
浄
・
消
毒

　

ト
イ
レ
は
さ
ま
ざ
ま
な
有
害

な
微
生
物
に
汚
染
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
、
人
の
手
や
作
業
着

な
ど
を
介
し
て
食
品
を
汚
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

調
理
作
業
着
の
ま
ま
ト
イ
レ

に
行
か
な
い
と
と
も
に
、
ト
イ

レ
か
ら
戻
っ
た
際
に
は
⑤
の
手

洗
い
を
実
施
し
、
⑦
の
作
業
着

の
正
し
い
着
用
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
業
務
終
了
後
な
ど
に

は
ト
イ
レ
の
便
座
や
水
洗
レ

バ
ー
、
手
す
り
、
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
を
中
心
に
、
十
分
に
洗
浄
と

消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

✻‌�

名
古
屋
市
の
食
中
毒
発
生
状
況

　

令
和
二
年
か
ら
令
和
六
年
ま

で
の
過
去
五
年
間
に
名
古
屋
市

内
で
発
生
し
た
食
中
毒
は
、
発

生
件
数
七
十
四
件
、
患
者
数
九

百
九
十
八
人
で
、
月
別
に
見
た

と
こ
ろ
、
年
間
を
通
じ
て
発
生

し
て
い
ま
し
た
。

　

発
生
件
数
を
病
因
物
資
別
に

見
た
と
こ
ろ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
が
二
十
八
件
と
一
番
多
く
、

次
い
で
ア
ニ
サ
キ
ス
が
十
八
件
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
十
七
件
で
し

た
。

　

ま
た
、
患
者
数
を
病
因
物
質

別
に
み
た
と
こ
ろ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
が
六
百
七
十
名
と
半
数
以

上
を
占
め
、
次
い
で
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
一
七
一
名
、
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
六
十
名
で
し
た
。

 　

ま
た
、
令
和
七
年
の
速
報
値

で
は
、
発
生
件
数
十
件
、
患
者

数
二
百
八
十
六
人
で
す
。
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病
因
物
質
別
の
発
生
状
況

を
見
る
と
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
発
生
七
件
、
患
者
数
二
百

七
十
八
人
と
最
多
で
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
一
件
、
六

人
、
ア
ニ
サ
キ
ス
が
二
件
、

二
名
で
す
。

✻
病
因
物
質

　
︵
有
害
な
微
生
物
︶

こ
こ
か
ら
は
、
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
も
の
の
特

徴
や
症
状
、
予
防
方
法
と

食
中
毒
の
事
例
を
原
因
物

質
ご
と
に
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

特
徴

　

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、

少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
感
染

し
ま
す
。

　

食
品
の
中
で
は
増
殖
せ
ず
、

人
の
小
腸
で
増
殖
し
ま
す
。

感
染
し
た
人
の
便
や
吐
物
に

は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま

れ
て
お
り
、
感
染
し
て
も
症

状
が
軽
い
場
合
や
全
く
症
状

が
無
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

便
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ

れ
ま
す
。

主
な
症
状

　

下
痢
、
嘔
吐
、
吐
き
気
、
腹
痛
、

発
熱
（
38
℃
程
度
）
な
ど

潜
伏
時
間

24
〜
48
時
間

原
因
食
品

　

汚
染
さ
れ
た
食
品
・
水
を
摂

取
し
た
場
合
や
、
ウ
イ
ル
ス
を

吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

発
生
原
因
の
約
80
％
は
調
理
従

事
者
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
生
の
二
枚
貝
（
主

に
カ
キ
な
ど
）。

予
防
方
法

　

体
調
の
悪
い
と
き
は
、
調
理

に
従
事
し
な
い
こ
と
と
、
ト
イ

レ
の
後
や
食
品
を
取
り
扱
う
前

に
は
十
分
に
手
指
洗
浄
を
行
う
。

　

吐
物
や
ふ
ん
便
は
速
や
か
に

処
理
し
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム（
消
毒
液
）で
消
毒
を
す
る
。

　

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中

心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る

（
85
℃
か
ら
90
℃
、
90
秒
以
上
）

食
中
毒
事
例

　

学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
た
「
キ

ザ
ミ
の
り
」
を
原
因
と
す
る
、

患
者
数
二
千
人
を
超
え
る
大
規

カカンンピピロロババククタターー,,  2288件件,,  3377..88%%

アアニニササキキスス,,  1188件件,,  2244..33%%

ノノロロウウイイルルスス,,  1177件件,,  2233..00%%

ウウエエルルシシュュ菌菌,,  22件件,,  22..77%%

黄黄色色ブブドドウウ球球菌菌,,  44件件,,  55..44%%

腸腸管管出出血血性性大大腸腸菌菌,,  11件件,,  11..44%%

ササルルモモネネララ属属菌菌,,  11件件,,  11..44%%

ヒヒススタタミミンン,,  11件件,,  11..44%%

ククドドアア・・セセププテテンンププンンククタターータタ,,  11件件,,  11..44%%

そそのの他他,,  11件件,,  11..44%%

発発生生件件数数（（名名古古屋屋市市・・令令和和22年年～～令令和和66年年））

総総数数

7744件件

発生件数（名古屋市・令和2年～令和6年）

ノノロロウウイイルルスス,,  667700名名,,  6677..11%%

カカンンピピロロババククタターー,,  117711名名,,  1177..11%%

ウウェェルルシシュュ菌菌,,  4400名名,,  44..00%%

黄黄色色ブブドドウウ球球菌菌,,  6600名名,,  66..00%%

アアニニササキキスス,,  1188名名,,  11..88%%

ササルルモモネネララ属属菌菌,,  1188名名,,  11..88%%

腸腸管管出出血血性性大大腸腸菌菌,,  44名名,,  00..44%%

ヒヒススタタミミンン,,  22名名,,  00..22%%

ククドドアア・・セセププテテンンププンンククタターータタ,,  1100名名,,  11..00%% そそのの他他,,  55名名,,  00..55%%

患患者者数数（（名名古古屋屋市市・・令令和和22年年～～令令和和66年年））

総総数数

999988名名

患者数（名古屋市・令和2年～令和6年）

名古屋市公式ウェブサイト「過去5年間の食中毒発生状況（令和2年から令和6年まで）」より
https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/page/0000101500.html
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模
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
の
り
の
刻
み
加

工
を
行
っ
て
い
た
施
設
に
お
い

て
、
ト
イ
レ
や
裁
断
機
か
ら
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
施
設
の
従
事

者
は
嘔
吐
な
ど
の
体
調
不
良
が

あ
り
な
が
ら
、
板
状
の
の
り
を

素
手
で
裁
断
機
に
投
入
し
て
お

り
、
従
事
者
か
ら
の
二
次
汚
染

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

︵
Ｏ
１
５
７
な
ど
︶

特
徴

　

大
腸
菌
は
牛
な
ど
の
動
物
や

人
の
腸
管
内
に
存
在
す
る
常
在

菌
で
あ
り
、
自
然
環
境
に
広
く

存
在
し
ま
す
。
一
部
の
菌
は
人

に
対
し
て
病
原
性
が
あ
り
、
病

原
大
腸
菌
と
呼
び
ま
す
。
病
原

大
腸
菌
で
は
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
Ｏ
１
５
７
が
代
表
的
で
、
強

毒
の
ベ
ロ
毒
素
を
産
生
し
ま
す
。

　

百
個
程
度
の
少
な
い
菌
量
で

発
症
し
、
幼
児
・
高
齢
者
で
は

重
症
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

は
感
染
症
法
で
の
「
三
類
感
染

症
」
で
、
就
業
制
限
（
調
理
や

飲
食
物
に
直
接
接
触
す
る
業
務
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

主
な
症
状

　

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
血
便

な
ど

潜
伏
時
間

　

２
〜
７
日
（
平
均
３
〜
５
日
）

原
因
食
品

　

生
や
加
熱
不
十
分
な
食
肉
（
特

に
牛
肉
）
や
、
動
物
の
ふ
ん
便

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
土
壌
で

栽
培
し
た
生
野
菜
、
井
戸
や
川

の
水
。

　

感
染
し
た
調
理
従
事
者
が
汚

染
し
た
食
品
。

予
防
方
法

　

食
肉
は
中
心
ま
で
十
分
に
加

熱
す
る
（
75
℃
・
１
分
以
上
）

こ
と
。
生
野
菜
な
ど
は
よ
く
洗

い
、
必
要
に
応
じ
て
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
で
殺
菌
す

る
。

　

生
の
肉
に
触
れ
た
ま
な
板
や

包
丁
な
ど
は
十
分
に
洗
浄
・
消

毒
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
手

洗
い
を
行
う
。

　

貯
水
タ
ン
ク
や
井
戸
水
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
定
期

的
に
水
質
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
。

食
中
毒
事
例

　

焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
で
ユ
ッ
ケ

を
食
べ
た
百
八
十
一
人
が
食
中

毒
と
な
り
、
そ
の
う
ち
五
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
汚

染
さ
れ
た
牛
肉
の
ユ
ッ
ケ
が
原

因
食
品
と
判
明
し
、
こ
の
事
件

を
き
っ
か
け
に
生
食
用
食
肉
の

規
格
基
準
が
設
定
さ
れ
、
生
食

用
牛
レ
バ
ー
の
販
売
・
提
供
が

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

特
徴

　

動
物
の
腸
管
内
に
存
在
し
、

特
に
鶏
は
高
率
で
保
有
し
て
い

ま
す
。
数
百
個
程
度
の
少
な
い

菌
量
で
も
感
染
し
、
発
症
し
ま

す
。
肉
の
内
部
ま
で
菌
が
入
り

込
み
ま
す
が
、
十
分
な
加
熱
処

理
で
死
滅
し
ま
す
。

主
な
症
状

　

腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
な
ど

　

ま
れ
に
後
遺
症
と
し
て
、
ギ

ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
（
手
足
の

ま
ひ
、
呼
吸
障
害
な
ど
）
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

1000
10

14

100 83kcal

6.4g

!

9
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潜
伏
時
間

　

１
〜
７
日
（
平
均
３
日
）

原
因
食
品

　

鶏
肉
や
内
臓
の
刺
身
、
鶏
た

た
き
・
霜
降
り
、
焼
き
鳥
、
飲

料
水
な
ど
。

　

ま
な
板
、
包
丁
、
趣
旨
な
ど
を

介
し
て
二
次
汚
染
さ
れ
た
食
品
。

予
防
方
法

　

鶏
肉
な
ど
の
食
肉
は
中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
す
る
（
75
℃
・
1

分
以
上
）
と
と
も
に
、
加
熱
不

十
分
な
肉
料
理
を
提
供
し
な
い
。

　

調
理
器
具
は
、
食
品
ご
と
に

使
い
分
け
、
使
用
後
は
十
分
に

洗
浄
・
消
毒
を
す
る
。

　

生
の
肉
に
触
れ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
十
分
に
手
を
洗
い
、

生
の
肉
も
密
閉
容
器
に
入
れ
、

他
の
食
品
と
接
触
し
な
い
よ
う

に
保
存
す
る
。

食
中
毒
事
例

　

飲
食
店
で
鶏
肉
の
コ
ー
ス
料

理
を
食
べ
た
十
三
名
の
う
ち
十

一
名
が
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食

中
毒
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
原
因
食
品
は
鶏
む
ね
肉

の
た
た
き
が
疑
わ
れ
、
鶏
肉
の

加
熱
不
足
や
、
鶏
肉
に
触
れ
た

手
指
や
調
理
器
具
な
ど
を
介
し

た
二
次
汚
染
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

特
徴

　

人
の
鼻
腔
や
手
指
、
毛
髪
、

皮
膚
の
傷
（
特
に
化
膿
し
た
傷

口
）
な
ど
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
中
で
増
殖
す
る
と
、
熱

に
強
い
毒
素
を
産
生
し
、
毒
素

は
100
℃
・
30
分
の
加
熱
で
も
壊

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

主
な
症
状

　

嘔
吐
、
吐
き
気
、
腹
痛
、
下

痢
な
ど

潜
伏
時
間

　

１
〜
５
時
間
（
平
均
３
時
間
）

原
因
食
品

　

お
に
ぎ
り
、
弁
当
、
生
菓
子
、

乳
製
品
、
食
肉
製
品
な
ど

予
防
方
法

　

食
品
に
素
手
で
触
れ
な
い
こ

と
。
特
に
調
理
従
事
者
の
手
に

傷
（
特
に
化
膿
し
た
傷
口
）
が

あ
る
場
合
は
注
意
す
る
こ
と
。

ま
た
、
マ
ス
ク
や
帽
子
を
着
用

し
、
作
業
中
は
こ
ま
め
に
手
指

洗
浄
を
行
う
こ
と
。

　

原
材
料
や
調
理
加
工
品
は
低

温
で
保
存
管
理
し
、
調
理
後
は

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
食
べ
る

こ
と
。

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌

特
徴

　

人
や
動
物
の
腸
管
、
土
壌
、

下
水
な
ど
に
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。

　

熱
に
強
い
芽
胞
を
作
り
、
芽

胞
は
100
℃
で
1
〜
6
時
間
の
加

熱
調
理
で
も
生
き
残
り
ま
す
。

食
品
と
と
も
に
腸
管
に
達
し
た

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
は
毒
素
を
作
り
、

こ
れ
が
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

主
な
症
状

　

下
痢
、
腹
痛

潜
伏
時
間

　

６
〜
18
時
間
（
平
均
10
時
間
）

原
因
食
品

　

カ
レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
、
煮
も

の
な
ど
の
煮
込
み
料
理

予
防
方
法

　

前
日
調
理
は
避
け
、
加
熱
調

理
し
た
も
の
は
早
く
食
べ
き
る
。

保
存
後
の
食
品
は
、
喫
食
前
に

十
分
に
再
加
熱
を
行
い
、
早
め

に
食
べ
る
。

　

大
量
の
食
品
を
調
理
し
た
場

合
は
室
内
に
放
置
せ
ず
、
小
分

け
に
し
て
急
速
に
冷
却
し
て
冷

蔵
（
10
℃
以
下
）
す
る
か
、
温

蔵
（
55
℃
以
上
）
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
病
因

物
質
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食

中
毒
は
年
中
を
通
し
て
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
基
本

的
な
対
策
を
怠
ら
ず
、
食
中
毒

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
・
引
用
資
料
】

「
食
中
毒
を
ふ
せ
ぎ
ま
し
ょ
う
！
」
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